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〈

人

物

表

〉

佐
伯

美
波

（
２
１
）

大
学
生

新
木

く
る
み

（
２
１
）

大
学
生

大
橋

凌

（
２
４
）

会
社
員

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

（
前
編
）
・
深
い
嫉
妬
心
を
隠
し
な
が
ら
、
く
る
み
の
彼
（
凌
）
の
浮
気
相
手
を
続
け
て
い

る
美
波
は
、
凌
に
フ
ラ
れ
た
く
る
み
を
慰
め
る
が
、
凌
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
バ
レ

そ
う
に
な
る
話

（
後
編
）
・<

考
え
中>

（
全
話
）
・
美
波
は
、
く
る
み
か
ら
彼
を
奪
う
が
、
一
年
後
に
く
る
み
に
刺
さ
れ
る
話

〈

ね

ら

い

〉

・
二
面
性
を
書
く
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１
．

カ
フ
ェ
・
店
内
（
夜
）

都
内
の
カ
フ
ェ
。
混
み
あ
っ
て
い
る
店
内
。

窓
か
ら
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
見
え
る
。

佐
伯
美
波
（
２
１
）
と
新
木
く
る
み
（
２
１
）
、
向
か
い
合

っ
て
テ
ー
ブ
ル
席
に
座
っ
て
い
る
。
く
る
み
は
派
手
め
の
ワ

ン
ピ
ー
ス
、
美
波
は
落
ち
着
い
た
パ
ン
ツ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。

く
る
み
「
で
ね
、
凌
ち
ゃ
ん
が
お
詫
び
っ
て
、
こ
れ
買
っ
て
く
れ
た
」

と
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
見
せ
る
。

美
波
、
笑
顔
で
、

美
波

「
良
か
っ
た
ね
、
く
る
み
」

く
る
み
「
本
当
、
最
高
の
彼
氏
」

と
、
嬉
し
そ
う
に
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
触
る
。

美
波
、
カ
フ
ェ
ラ
テ
を
混
ぜ
な
が
ら
、

美
波

「
で
も
、
や
り
過
ぎ
は
気
を
付
け
た
方
が
い
い
と
思
う
よ
」

く
る
み
「
え
ー
、
ど
う
い
う
意
味
？
」

美
波

「
包
丁
出
す
っ
て
、
い
き
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
」

く
る
み
、
少
し
ム
ッ
と
し
て
、

く
る
み
「
な
ん
で
、
向
こ
う
が
悪
い
じ
ゃ
ん
。
ど
う
し
た
の
急
に
」

美
波

「
…
…
別
に
」

く
る
み
、
納
得
が
い
か
な
い
と
い
っ
た
表
情
。

美
波
、
く
る
み
を
見
て
、

美
波

「
ま
ぁ
、
彼
が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
る
な
ら
い
い
か
」

く
る
み
「
で
し
ょ
？

来
週
、
凌
ち
ゃ
ん
家
に
挨
拶
も
行
く
し
」

美
波

「
実
家
っ
て
こ
と
？
」

く
る
み
「
そ
う
。
鹿
児
島
」

美
波

「
遠
い
ね
」

く
る
み
「
い
い
の
。
指
輪
も
買
っ
て
も
ら
う
」

と
、
嬉
し
そ
う
に
す
る
。

美
波

「
指
輪
？
」

く
る
み
、
わ
ざ
と
ら
し
く
、

く
る
み
「
あ
っ
、
こ
れ
秘
密
だ
っ
た
」

美
波

「
な
に
そ
れ
」

く
る
み
「
凌
ち
ゃ
ん
が
、
ま
だ
誰
に
も
言
わ
な
い
で
お
こ
う
っ
て
」

美
波

「
婚
約
っ
て
こ
と
？
」
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く
る
み
、
嬉
し
そ
う
に
、

く
る
み
「
そ
う
な
る
の
か
な
ー
」

美
波

「
…
…
」く

る
み
、
勝
ち
誇
っ
た
よ
う
な
笑
顔
。

２
．

美
波
の
家
・
玄
関
（
夜
）

す
っ
き
り
と
片
づ
け
ら
れ
た
玄
関
。

鍵
を
開
け
る
音
。
美
波
が
入
っ
て
く
る
。

セ
ン
サ
ー
で
電
気
が
つ
く
。

美
波
、
男
物
の
靴
が
あ
る
の
を
確
認
す
る
。

３
．

美
波
の
家
・
室
内
（
夜
）

シ
ン
プ
ル
な
イ
ン
テ
リ
ア
。

大
橋
凌
（
２
４
）
、
ベ
ッ
ド
に
寄
り
か
か
り
、
携
帯
を
い
じ

っ
て
い
る
。

美
波
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

美
波

「
凌
、
来
る
な
ら
言
っ
て
よ
」

凌

「
俺
、
出
入
り
自
由
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
、
鍵
を
振
っ
て
み
せ
る
。

美
波

「
勝
手
に
取
っ
た
く
せ
に
」

凌

「
取
り
返
さ
な
い
く
せ
に
」

美
波
、
溜
息
を
つ
く
。

凌

「
な
に
？

今
日
、
機
嫌
悪
い
？
」

凌
、
隣
に
座
れ
と
い
う
合
図
を
す
る
。

隣
に
座
る
美
波
。

凌
、
美
波
の
肩
を
抱
き
寄
せ
て
、

凌

「
何
か
あ
っ
た
？
」

美
波
、
凌
の
顔
を
ジ
ッ
と
見
て
か
ら
、

美
波

「
親
に
紹
介
し
て
、
指
輪
も
あ
げ
る
ん
で
し
ょ
？
」

凌

「
は
？
」

美
波

「
今
日
、
聞
い
た
」

凌

「
あ
い
つ
…
…
」

美
波
、
凌
か
ら
体
を
離
し
て
、

美
波

「
良
か
っ
た
ね
。
お
め
で
と
う
」
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凌

「
い
や
い
や
い
や
、
美
波
も
知
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
。
あ
い
つ
の
メ
ン
ヘ

ラ
」

美
波

「
言
わ
さ
れ
た
？
」

凌

「
あ
い
つ
、
本
気
で
刺
す
目
し
て
た
ん
だ
っ
て
」

大
袈
裟
な
声
を
出
す
。

凌

「
ま
じ
、
こ
え
ー
ん
だ
よ
」

と
、
美
波
に
甘
え
る
。

凌
の
頭
を
撫
で
る
美
波
。

凌

「
や
っ
ぱ
、
美
波
の
が
落
ち
着
く
わ
」

美
波
、
何
も
言
わ
ず
、
笑
顔
で
返
す
。

凌
、
調
光
し
、
美
波
の
首
筋
に
キ
ス
す
る
。

美
波
、
さ
れ
る
が
ま
ま
。

薄
暗
い
中
、
凌
の
携
帯
が
光
る
。

美
波
、
殺
気
立
っ
た
形
相
で
凌
の
携
帯
を
見
つ
め
る
。

４
．

大
学
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
（
昼
）

数
日
後
。

美
波
、
一
人
で
座
っ
て
い
る
。

く
る
み
か
ら
、
個
人
チ
ャ
ッ
ト
が
届
く
。

「
買
っ
て
も
ら
っ
た
」
の
文
字
と
一
緒
に
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

と
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
の
指
輪
の
写
真
が
送
ら
れ
て
く
る
。

美
波
、
悔
し
そ
う
に
爪
を
噛
む
。

５
．

居
酒
屋
・
店
内
（
夜
）

大
衆
居
酒
屋
。
騒
が
し
い
店
内
。

美
波
、
友
人
数
人
と
食
事
を
し
て
い
る
。

美
波
の
携
帯
に
着
信
が
入
る
。

店
外
へ
出
る
た
め
、
移
動
し
な
が
ら
電
話
に
出
る
。

美
波

「
も
し
も
し
」

く
る
み
の
声
「
美
波
？
」

美
波

「
ど
う
し
た
？
」

く
る
み
の
声
「
（
泣
き
声
）
凌
ち
ゃ
ん
に
…
…
れ
た
」

美
波

「
え
？
」周

り
の
声
に
く
る
み
の
声
が
か
き
消
さ
れ
る
。
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美
波

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

美
波
、
外
へ
出
る
。

美
波
「
ご
め
ん
、
周
り
が
五
月
蠅
く
て
」

く
る
み
の
声
「
凌
ち
ゃ
ん
に
フ
ラ
れ
た
」

電
話
口
か
ら
激
し
い
嗚
咽
が
聞
こ
え
る
。

美
波

「
え
…
…
ど
う
い
う
こ
と
？
」

く
る
み
の
声
「
美
波
、
今
か
ら
家
来
れ
る
？
」

美
波
、
友
人
た
ち
の
方
を
気
に
す
る
よ
う
に
見
て
か
ら
、

美
波

「
…
…
分
か
っ
た
」

６
．

く
る
み
の
家
・
室
内
（
夜
）

可
愛
ら
し
い
イ
ン
テ
リ
ア
の
中
に
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ

グ
が
い
く
つ
も
置
か
れ
て
い
る
。

く
る
み
、
泣
い
て
い
る
。
そ
の
隣
に
座
っ
て
い
る
美
波
。

く
る
み
の
指
に
は
指
輪
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。

く
る
み
「
昨
日
、
凌
ち
ゃ
ん
が
先
に
鹿
児
島
に
行
っ
て
…
…
明
日
、
私
が
行

く
予
定
だ
っ
た
の
」

美
波
、
何
も
言
わ
ず
頷
く
。

く
る
み
「
そ
う
し
た
ら
、
今
日
電
話
か
か
っ
て
来
て
…
…
」

言
葉
に
つ
ま
る
。

美
波

「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
よ
」

く
る
み
「
来
な
く
て
い
い
っ
て
…
…
」

美
波

「
急
に
？
」

く
る
み
「
も
う
、
別
れ
る
か
ら
来
る
な
っ
て
」

く
る
み
、
号
泣
す
る
。

美
波

「
な
ん
で
？
」

く
る
み
「
分
か
ん
な
い
…
…
そ
の
あ
と
、
何
回
電
話
し
て
も
繋
が
ら
な
い
」

美
波

「
…
…
」

く
る
み
「
ど
う
し
た
ら
、
い
い
の
？
」

涙
で
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
っ
た
顔
で
美
波
を
見
つ
め
る
。

美
波
、
困
っ
た
よ
う
な
表
情
。

美
波

「
連
絡
は
…
…
や
め
た
方
が
い
い
か
も
」

く
る
み
「
な
ん
で
？

こ
ん
な
何
も
分
か
ら
な
い
状
態
つ
ら
い
」

美
波

「
…
…
」
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く
る
み
「
ね
え
、
美
波
が
電
話
し
て
み
て
く
れ
な
い
？
」

美
波

「
え
っ
」

く
る
み
「
お
願
い
」

美
波

「
番
号
知
ら
な
―
―
」

く
る
み
、
美
波
の
腕
を
掴
ん
で
、

く
る
み
「
教
え
る
か
ら
。
凌
ち
ゃ
ん
も
知
ら
な
い
番
号
な
ら
、
出
て
く
れ
る

か
も
」

美
波

「
く
る
み
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
落
ち
着
こ
」

く
る
み
「
な
ん
で
？

１
回
か
け
る
だ
け
で
い
い
よ
」

美
波

「
向
こ
う
が
警
戒
し
て
た
ら
、
出
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
…
…
」

く
る
み
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
よ
う
に
、

く
る
み
「
１
回
だ
け
っ
て
い
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」

驚
く
美
波
。

く
る
み
「
お
願
い
。
凌
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
い
の
」

美
波
、
少
し
考
え
て
、

美
波

「
…
…
分
か
っ
た
」

く
る
み
、
す
ぐ
に
携
帯
を
確
認
し
て
、

く
る
み
「
０
８
０
…
…
」

と
、
番
号
を
読
み
上
げ
る
。

美
波
、
ゆ
っ
く
り
と
番
号
を
押
す
。

通
話
を
押
し
た
瞬
間
に
大
橋
凌
と
い
う
名
前
が
表
示
さ
れ
る
。

表
示
を
隠
す
よ
う
に
す
ぐ
に
耳
に
あ
て
る
。

コ
ー
ル
音
が
聞
こ
え
る
。

く
る
み
「
ス
ピ
ー
カ
ー
に
し
て
」

美
波
、
言
わ
れ
た
通
り
に
操
作
す
る
。

部
屋
に
響
く
コ
ー
ル
音
。

長
い
コ
ー
ル
音
の
あ
と
、
留
守
番
電
話
の
音
声
が
流
れ
る
。

美
波
、
大
き
く
息
を
吐
き
出
す
。

美
波

「
出
な
い
ね
…
…
」

く
る
み
、
再
び
泣
き
出
す
。

（
つ
づ
く
）


